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 流 山 市 議 会 議 長  坂 巻  儀 一  様  

 

市  政  に  関  す  る  一  般  質  問  通  告  書  

 

第 ４ 回 定 例 会 に お け る 一 般 質 問 を 下 記 の と お り 通 告 し ま す 。  

 

 

質 問 事 項 要 旨 （ 質 意 を 明 確 、 具 体 的 に ）  

１  市 長 の 政 治 姿 勢 に つ い て  

 

 

 

 

２  高 齢 者 福 祉 の 増 進・充 実

に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

３  気 候 変 動 対 策 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

４  交 通 安 全 対 策 に つ い て  

 

 

 

（ １ ） 今 、 国 民 の 関 心 ・ 話 題 に な っ て い る 「 所 得 税 の １ ０ ３ 万 円 の

壁 」 引 き 上 げ に つ い て ど う 捉 え て い る の か 。 地 方 自 治 体 か ら は 大

幅 な 税 収 減 が 強 く 懸 念 さ れ 、 国 に 財 源 確 保 を 求 め る 声 が 出 て い る

が 、 本 市 は ど の よ う な 対 応 を 図 る の か 、 市 長 の 見 解 を 問 う 。  

 

（ １ ） 物 価 高 騰 が 高 齢 者 の 年 金 生 活 を 直 撃 し 、「 暮 ら し て い け な い 」

と い う 悲 鳴 が 上 が っ て い る 。高 齢 者 の 暮 ら し を 支 え 、高 齢 者 の 人 権

と 尊 厳 を 守 る 政 治 の 役 割 に つ い て 問 う 。  

（ ２ ） 連 続 発 生 し て い る 凶 悪 ・ 強 盗 犯 罪 や 特 殊 詐 欺 な ど に 対 し て 、

不 安 の 声 が 寄 せ ら れ て い る が 、 そ の 防 犯 対 策 に つ い て 問 う 。  

（ ３ ） 加 齢 性 難 聴 へ の 補 聴 器 購 入 費 助 成 制 度 に つ い て 問 う 。  

（ ４ ） 一 人 暮 ら し の 高 齢 者 の 安 心 ・ 安 全 な 生 活 を 守 る た め に 、 見 守

り 用 の 人 感 セ ン サ ー の 助 成 制 度 に つ い て 問 う 。  

 

（ １ ）世 界 で も 、国 内 で も 異 常 な 気 象 が 年 々 悪 化 し 、災 害 の 激 甚 化・

頻 発 化 、 生 態 系 へ の 脅 威 と な っ て い る も と で 、 将 来 を 担 う 若 者 を

中 心 に 取 り 組 み の 強 化 を 求 め る 世 論 と 運 動 が 広 が っ て い る 。 市 民

レ ベ ル で 関 心 を 高 め 、周 知・啓 発 、積 極 的 な 関 わ り を 促 す た め に 当

市 で も 「 気 候 非 常 事 態 宣 言 」 を す べ き と 考 え る が ど う か 。  

（ ２ ）公 共 施 設 の 断 熱 改 修 の 促 進 、市 民 へ の 断 熱 リ フ ォ ー ム 助 成 制 度

に つ い て 問 う 。  

 

（ １ ） 国 道 ６ 号 線 と 市 道 ２ ６ ０ 号 線 の 交 差 点 （ 前 カ 崎 ５ ９ １ － ８ 地

先 ） で 事 故 が 多 発 し て い る が 、 そ の 安 全 対 策 に つ い て 問 う 。  

 


